
 

 

令和６年６月１７日 

  （２０２４年）   

 

業 者 各 位 

  

 建設総務課長  

 技術管理課長  

 

 

建設工事の総合評価落札方式による入札の試行内容の変更について 

 

 

次のとおり試行内容を変更します。 

 

 

１ 総合評価（特別簡易型）落札者決定基準（変更後） 

 別紙１のとおり 

 

２ 総合評価落札方式（試行）にかかる事務手引き【特別簡易型】（変更後） 

  別紙２のとおり 

 

３ 適用 

  令和６年７月１日以降に公告を行う建設工事 

 

４ 令和６年度の試行対象工事（予定） 

  令和６年度の試行対象は、原則として、予定価格（税込）１億円以上の土木一式工事

又は建築一式工事を予定しています。（ただし、緊急を要する工事等は除く。） 

  試行対象となる工事については、入札公告にその旨記載しますので、個別の公告にて

ご確認ください。 

 

５ その他 

上記の別紙１、別紙２については、和歌山市ホームページ（事業者 →入札・契約（建

設工事・建設コンサルタント業務） → 要綱・基準等）にも記載しています。 
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はじめに 

「公共工事の品質確保の促進に関する法律」（平成１７年法律第１８号）が施行され、

「公共工事の品質確保の促進に関する施策を総合的に推進するための基本的な方針」が閣

議決定されている。 

これらに基づき、公共工事の品質を確保しつつ、本市建設産業の健全な発展と持続につ

ながる総合評価落札方式【特別簡易型】を試行する。 

この手引きは、本市の総合評価落札方式入札について理解してもらうため、総合評価落

札方式に関する内容を取りまとめたものであるが、あくまで標準的なものを記載している

ため、詳細については入札案件毎の公告文などで確認すること。 

 

 

 

１ 総合評価落札方式 

  総合評価落札方式とは、価格だけで評価していた従来の落札方式と異なり、価格に加

えて価格以外の技術的要素を含めて総合的に評価することで落札者を決定する方式であ

る。 

 

２ 総合評価落札方式を適用する工事 

  予定価格（税込）６千万円以上の工事で、価格以外の技術的要素を一体として評価す

ることが妥当と認められる土木一式工事又は建築一式工事とする。 

 

３ 総合評価落札方式の型式（特別簡易型） 

工事成績や保有する資格など、定量化された評価と入札価格を総合的に評価する方式 

 

４ 学識経験者の意見聴取 

落札者決定基準を定めるときは、地方自治法施行令１６７条の１０の２第４項に基づ

き、あらかじめ２名以上の学識経験者の意見を聞かなければならない。この場合におい

て評価項目及び配点について意見の聴取を行うとともに落札者を決定しようとするとき

に改めて意見の聴取の必要があるかどうかについて意見を聴くものとし、改めて意見を

聴く必要があるとの意見が述べられた場合には、落札者を決定しようとするときに、施

行令１６７条の１０の２第５項に基づき、あらかじめ学識経験者の意見を聴くものとす

る。 

学識経験者の意見聴取は、和歌山県建設工事等総合評価審査委員会において行う。 
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５ 落札者の決定 

（１）最高評価値入札者の決定 

次の算定式により評価値を算出し評価値の最も高い者を最高評価値入札者とする。 

 

評価値の算定方法（除算方式） 

        

評価値＝                   ×１０８ 

 

     ・加算点＝入札者の各評価項目の得点合計 

・標準点は１００点として入札参加資格の要件を満たす者全員に配点する。 

・評価値は小数点第４位までとする（小数点第５位を四捨五入） 

・評価値の最も高い者が２者以上あるときは、くじ等により最高評価値入札者

を決定する。 

（２）落札予定者の決定 

   最高評価値入札者の入札参加資格及び技術的な要素に関する提案資料（以下「技術

資料」という。）を審査し落札予定者を決定する。 

（３）落札者の決定 

低入札価格調査対象の場合、低入札価格調査の結果、契約内容に適合した履行がさ

れると認められるときは、落札予定者を落札者と決定する。低入札価格調査の対象で

はない場合、落札予定者を落札者と決定する。 

 

６ 総合評価結果の公表 

契約締結後速やかに技術資料の評価の結果、入札価格及び評価値について閲覧等の方

法により公表する。入札参加者で落札者とならなかったものは、総合評価結果の公表を

行った日の翌日から起算して７日以内（和歌山市の休日を定める条例（平成元年条例第

６２号）第１条に規定する休日を除く）に落札者として決定されなかった理由の説明を

求めることができる。 

 

７ 評価内容の担保及び履行確認 

受注者は、評価点が付与された評価内容について責任をもって確実に履行しなければ

ならない。履行できない場合は、受注者の責によるものでない場合を除きペナルティと

して工事成績評定点から５点以上の減点を行うとともに和歌山市建設工事等指名停止基

準に基づき指名停止を行う場合がある。 

 

 

 

 

 

技術評価点（標準点＋加算点） 

入札価格 
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８ 実施手順及び標準日数（土日含む） 

【特別簡易型】 

 

          入 札 公 告            

                   ↓  

           開   札             

・入札価格、各評価項目の得点合計から評価値を算出 

↓  

        最 高 評 価 値 入 札 者 決 定       

↓  

       入札参加資格及び技術資料の審査       

   ↓  

        落 札 予 定 者 決 定        

   ↓  

         低 入 札 価 格 調 査 （必要に応じて） 

↓  

         学識経験者の意見聴取 （必要に応じて） 

↓ 

        落札者決定・契約・公表          

 

（１）入札公告から開札まで  １５～２３日 

（２）開札から落札者決定まで  ７～２０日 

※落札者決定時に意見聴取が必要な場合はさらに日数が必要 
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９ 評価項目 

特別簡易型は、あらかじめ決定した次の評価項目及び配点を適用する。 
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 企業の施工能力等  

次の（１―１）、（１－２）は、いずれかを選択するものとする。 

（１―１）過去５か年度の和歌山市発注工事の工事成績評定の平均点（同業種） 

（配点２．１点～－１．０点） 

企業の施工能力を和歌山市発注工事で当該年度を含まない過去５か年度に元請けと

して完成及び引渡しが完了した同業種の工事（請負金額２５０万円以上）の工事成績

評定の平均点で評価する。共同企業体の構成員での実績は共同企業体への出資比率が

２０％以上であるものは実績として認める。 

また、上記の工事において、和歌山市優良建設工事表彰要綱に基づき優良建設工事

業者表彰とされた工事がある場合は追加で評価する。 

【提出資料】 

・様式２ 

 

（１－２）過去５か年度の和歌山県発注工事の工事成績評定の平均点（同業種）  

（配点２点～―１．０点） 

企業の施工能力を和歌山県発注工事で当該年度を含まない過去５か年度に元請けと

して完成及び引渡しが完了した同業種の工事（請負金額１，５００万円以上）の工事

成績評定の平均点で評価する。共同企業体の構成員での実績は共同企業体への出資比

率が２０％以上であるものは実績として認める。 

【提出資料】 

・様式３ 

 

 地域貢献  

（１）営業所の所在 

   （配点０．５点） 

主たる営業所の所在が和歌山市内の場合に評価する。 

【提出資料なし】 

 

（２）市内業者の活用 

（配点０．５点） 

市内業者（市内に本社（本店）を有するもの）への予定一次下請比率が８０％以上

又はすべて自社施工（市内業者のみ）の場合に評価する。これについては履行確認を

行う。 

例：一次下請比率８０％ （一次下請け 市内業者４社、市外業者１社） 

              受注者 

 

一次下請  市内業者 市内業者 市内業者 市内業者   市外業者 
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【提出資料】 

・様式４ 

 

（３）市内建設資材及び市内調達資材の使用 

（配点０．５点） 

市産品３品目以上使用予定かつ市内業者（市内に本社（本店）を有するもの）から

の予定材料調達割合が８０％以上の場合に評価する。これについては履行確認を行

う。 

【提出資料】 

・様式４ 

 

（４）災害協定締結事業者 

（配点０．５点） 

和歌山市と災害時応急対策業務協定を締結した単体、団体事業者又は大規模災害時

応急対策業務協定を締結した団体の会員を評価する。 

ただし、前年度末までに協定を締結し、技術資料の審査時点において継続している

場合とする。 

【提出資料なし】 

 

 配置予定技術者の施工能力等  

次の（１―１）、（１－２）は、いずれかを選択するものとする。 

（１―１）過去５か年度の配置技術者としての和歌山市発注工事の工事成績評定の平均点

（同業種） 

  （配点１．１点～―０．５点） 

配置予定技術者の施工能力を和歌山市発注工事で当該年度を含まない過去５か年度

に元請けとして完成及び引渡しが完了した同業種の工事（請負金額２５０万円以上）

の工事成績評定の平均点で評価する。共同企業体の構成員での実績は共同企業体への

出資比率が２０％以上であるものは実績として認める。 

また、上記の工事において、和歌山市優良建設工事表彰要綱に基づき優良建設工事

技術者表彰とされた工事がある場合は追加で評価する。 

【提出資料】 

・様式５ 

 

（１－２）過去５か年度の配置技術者としての和歌山県発注工事の工事成績評定の平均点

（同業種） 

  （配点１点～―０．５点） 

配置予定技術者の施工能力を和歌山県発注工事で当該年度を含まない過去５か年度

に元請けとして完成及び引渡しが完了した同業種の工事（請負金額１，５００万円以
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上）の工事成績評定の平均点で評価する。共同企業体の構成員での実績は共同企業体

への出資比率が２０％以上であるものは実績として認める。 

【提出資料】 

・様式６ 

 

（２）配置予定技術者の保有する資格 

（配点０．５点、０．２５点） 

配置予定技術者が保有する資格（保有期間）を評価する。保有期間は、資格取得日

から開札日までの経過年数とする。 

【提出資料】 

・様式７ 

・技術者の資格証の写し等（保有する資格及び資格保有期間がわかるもの） 

 

（３）配置予定技術者の継続教育（ＣＰＤ）の取組状況 

  （配点０．５点、０．２５点） 

ＣＰＤの証明書は、建設系継続教育のうち、主任（監理）技術者と成り得る資格を

保有した上で、その資格に関する各学協会において証明（推奨単位以上、１年間の推

奨単位でも可とする）を得たものを上位に評価する。例えば、１級土木施工管理技士

の場合は全国土木施工管理技士会連合会、技術士の場合は日本技術士会が発行する証

明書とする。 

また、その他の建設系継続教育の証明（推奨単位以上、１年間の推奨単位でも可と

する）がある場合も評価するものとし、建設系ＣＰＤ協議会に加盟し、推奨単位を設

定している団体が発行する証明書を建設系継続教育と認めるものとする。 

各団体が発行する証明書は、証明期間の最終日が対象期間内（入札書提出開始日の

３か月前から入札書提出締切日まで）のものとする。ただし、証明期間の最終日が対

象期間内にない場合においても、対象期間内のいずれかの日に各団体の推奨単位以上

の取得が確認できるものは評価する。 

【提出資料】 

・様式７ 

・当該工事の主任（監理）技術者と成り得る資格に関する建設系継続教育の証明書

の写し（各団体推奨単位以上）又はその他の建設系継続教育の証明書の写し（各

団体推奨単位以上） 

○建設系継続教育と認める団体 

団体名 
推奨単位 

１年間 その他 

空気調和・衛生工学会 ５０ － 

建設コンサルタンツ協会 ５０ － 
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地盤工学会 ５０ － 

全国土木施工管理技士会連合会 ２０ 
４０（２年間）６０（３年間） 

８０（４年間）１００（５年間） 

土木学会 ５０ － 

日本環境アセスメント協会 ５０ ２５０（５年間） 

日本技術士会 ５０ － 

日本造園学会 ５０ － 

日本都市計画学会 ５０ － 

農業農村工学会 ５０ － 

日本建築士会連合会 １２ － 

建設業振興基金 １２ － 

交通工学研究会 

５０ 
２００（４年間） 

（TOE交通技術上級資格者） 

４０ 
１５０（４年間） 

（TOP交通技術資格者） 

森林・自然環境技術教育研修センター ２０ １００（５年間） 

全国上下水道コンサルタント協会 ５０ － 

全国測量設計業協会連合会 ２０ 
４０（２年間） 

１００（５年間） 

全日本建設技術協会 ２５ － 

土質・地質技術者生涯学習協議会 ５０ ２５０（５年間） 

  

１０ 自己申告点数方式 

事務の軽減及び落札者決定までの期間を短縮するため、入札参加者が自己採点表を入

札書に添付し提出する方式を採用する。入札参加者から提出された自己採点表の加算点

と入札価格をもとに入札参加者の評価値を算出し、最高評価値入札者のみに審査に必要

な資料を求め、この資料を審査の上、落札予定者を決定する。また、自己採点等に誤り

がない場合及び自己採点に誤りがあった場合でも『１２ 留意事項（８）,（９）』に基

づき評価を行い、落札予定者が変わらない場合は落札予定者として決定する。審査の結

果、最高評価値入札者が入れ替わった場合は、順次、最高評価値入札者の審査を行う。

なお、最高評価値入札者以外の審査は行わないこととする。 

 

１１ 自己申告点数方式による自己採点表の作成・提出 

入札参加者は次の『自己採点表（特別簡易型）記入例』及び『１２ 留意事項』を十

分確認し、自己採点表に点数を記入すること。  
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工事名

業者名

- - -

2

-1.0～1.9

-1

2

-1.0～1.9

-1

2.1 1.9

(1)営業所の所在 0.5 0.5

(2)市内業者の活用 0.5 0.5

(3)市内建設資材及び市内調達資材の使用 0.5 0

(4)災害協定締結事業者
【土木一式工事のみ適用】 0.5 0

2 1

- - -

1

-0.50～0.95

-0.5

1

-0.50～0.95

-0.5

0.5

0.25

0.5

0.25

2.1 1.95

4.85

自己採点表（特別簡易型）　記入例

○○○○〇工事

和歌山城建設（株）

評価項目 評価内容 評価基準 配点
入札者

自己採点

入札者
評価結果
(発注者
記入欄)

1.9

60点以上75点未満
0.2×（工事成績評定の平均点-65）

60点未満

※過去５か年度の和歌山市発注工事の優良建設工事業者表彰
実績（同業種）がある場合は、上記点数に0.1点を加算する

小計

企
業
の
施
工
能
力
等

(

2
.
1
点

)

次の(1-1)、(1-2)のいずれかを選択できるものとする。

(1-1)過去５か年度の和歌山市発注工事の
　　 工事成績評定の平均点（同業種）

75点以上

(1-2)過去５か年度の和歌山県発注工事の
   　工事成績評定の平均点（同業種）

75点以上

0
60点以上75点未満
0.2×（工事成績評定の平均点-65）

60点未満

60点以上75点未満
0.1×（工事成績評定の平均点-65）

60点未満

※過去５か年度の和歌山市発注工事の優良建設工事技術者表
彰実績（同業種）がある場合は、上記点数に0.1点を加算す
る

(1-2)過去５か年度の配置技術者としての
   　和歌山県発注工事の工事成績評定の
　　 平均点（同業種）

地
域
貢
献

(

土
木
一
式
工
事
2
点

)

　
　
　
　

(

建
築
一
式
工
事
1
.
5
点
）

主たる営業所の所在が和歌山市内

市内業者への予定一次下請比率が８０％以上又は
すべて自社施工

市産品３品目以上使用予定かつ市内業者からの予定
材料調達割合が８０％以上

和歌山市と災害時応急対策業務協定を締結した単
体、団体事業者又は大規模災害時応急対策業務協定
を締結した団体の会員

小計

(2)配置予定技術者の保有する資格

土木工事：該当する資格の保有期間が5年以上又は
　　　　　技術士
建築工事：該当する資格の保有期間が5年以上又は
　　　　　一級建築士 0.5

該当する資格の保有期間が5年未満

75点以上

0
60点以上75点未満
0.1×（工事成績評定の平均点-65）

60点未満

合計（土木一式工事の場合-1.5～6.2点）
（建築一式工事の場合-1.5～5.7点）

※評価内容及び評価基準に該当しない場合は０を記入する。

※最高評価値入札者となった際に提出する技術資料が提出されない場合、その評価項目は０点とする。

※地域貢献の「市内業者の活用」及び「市内建設資材及び市内調達資材の使用」は履行確認を行う。
　履行できない場合は、受注者の責によるものでない場合を除きペナルティとして工事成績評定点から５点以上の減点
　を行うとともに和歌山市建設工事等指名停止基準に基づき指名停止を行う場合がある。

(3)継続教育（CPD）の取組状況

当該工事の主任（監理）技術者と成り得る資格に関
する建設系継続教育の証明あり
（各団体推奨単位以上の取得）

0.5
建設系継続教育の証明あり
（各団体推奨単位以上の取得）

小計

配
置
予
定
技
術
者
の
施
工
能
力
等

(

2
.
1
点

)

次の(1-1)、(1-2)のいずれかを選択できるものとする。

(1-1)過去５か年度の配置技術者としての
　 　和歌山市発注工事の工事成績評定の
　　 平均点（同業種）

75点以上

0.95
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１２ 留意事項 

（１）作成した自己採点表は入札書に添付し提出すること。 

（２）自己採点表及び技術資料の作成に当たっては、各様式の説明をよく確認すること。 

（３）入札書に自己採点表の添付がない場合は無効とする。提出された場合でも、自己採

点数が記載されていない又は内容が確認できない場合は、その項目の点数については

０点として評価する。 

（４）同業種とは建設業法２９業種区分による。 

（５）配置予定技術者の施工能力等での評価は，主任技術者、監理技術者又は特例監理技

術者として従事した実績とする。現場代理人、監理技術者補佐又は担当技術者での実

績は含まない。 

（６）配置予定技術者の異なる企業（以前の勤務先）での工事成績評定点は対象としな

い。優良建設工事技術者表彰も同様に対象としない。 

（７）配置予定技術者を１人に特定できない場合は、複数の技術者を配置予定技術者とす

ることができる。ただし、配置予定技術者の評価点は、最も低い評価を受けたものを

もって算定するものとし、最高評価値入札者に提出を求める資料は、すべての配置予

定技術者とする。 

（８）自己採点が過大な場合は、適正な評価点に訂正し評価するものとする。 

（９）自己採点が過小な場合は、評価点を訂正せずに評価するものとする。 

（１０）地域貢献の「市内業者の活用」及び「市内建設資材及び市内調達資材の使用」は

履行確認を行う。提案項目を履行できない場合は、受注者の責によるものでない場合

を除きペナルティとして工事成績評定点から５点以上の減点を行うとともに和歌山市

建設工事等指名停止基準に基づき指名停止を行う場合がある。 

（１１）共同企業体を結成する場合の加算点は、構成員ごとに算出（評価項目の地域貢献

「市内業者の活用」及び「市内建設資材及び市内調達資材の使用」の配点について

は、全構成員同じ点数とします）し、各加算点に出資比率を乗じた点を合計（小数点

第２位まで（小数点第３位を四捨五入））したものとする。 

（１２）技術資料は追加で資料の提出を求める場合がある。 

（１３）配置予定技術者の途中交代は、死亡、退職又は産休・育休等、特別な理由が無い

限りこれを認めないこととする。 
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              １３ 様式 
（記入例入り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



様式１ 

技術資料提出書 

令和 〇年 〇月〇〇日 

 

（宛先）和歌山市長 

                   住    所 和歌山市〇〇番地 

                   商号又は名称 和歌山城建設（株） 

                  代表者氏名  代表取締役 和歌山 太郎   

 

工 事 名  〇〇〇〇〇工事        

 

上記工事に係る総合評価落札方式の評価項目を証明するため、下表の通り資料を提出します。

なお、提出資料の内容については、事実と相違ないことを誓約します。 

評価項目 番号 様式及び提出内容 提出 

企
業
の 

施
工
能
力
等 

次の（１―１）、（１－２）は、いずれかを選択  

（１―１） 様式２ 〇 

（１－２） 様式３  

地 

域 

貢 

献 
 

（１） 提出物なし ― 

（２）（３） 様式４ 〇 

（４） 提出物なし ― 

配
置
予
定
技
術
者
の
施
工
能
力
等 

次の（１―１）、（１－２）は、いずれかを選択  

（１―１） 様式５ 〇 

（１―２） 様式６  

（２） 

様式７ 

技術者の資格証の写し等（保有する資格及び資格保有期間がわか

るもの） 

〇 

（３） 
様式７ 

継続教育（ＣＰＤ）の証明書の写し 
〇 

※ 提出するものに○印をつける。（〇印のない様式は提出不要です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式２                               【企業の施工能力等】 

同業種の工事成績（和歌山市発注工事） 

工 事 名：〇〇〇〇〇工事 

会社名：和歌山城建設（株）   

 

過去５か年度の和歌山市発注工事の工事成績評定の平均点（同業種） 

番

号 

工事番号 請負金額 
工事成績 

工事名 工期 

１ 
第 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 号 ○○○，○○○，○○○円 

75点 
○ ○ ○ ○ 工 事 ○○年○○月○○日～○○年○○月○○日 

２ 
第 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 号 ○○○，○○○，○○○円 

75点 
○ ○ ○ ○ 工 事 ○○年○○月○○日～○○年○○月○○日 

３ 
第 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 号 ○○○，○○○，○○○円 

74点 
○ ○ ○ ○ 工 事 ○○年○○月○○日～○○年○○月○○日 

４ 
  

 
  

５ 
  

 
  

６ 
  

 
  

７ 
  

 
  

８ 
  

 
  

９ 
  

 
  

10 
  

 
  

平均 74.5点 

上記工事において、和歌山市優良建設工事表彰要綱に基づき優良建設工事業者表彰された工事 

工事名（対象がない場合は空白） 

○○○○工事 

※ 工事成績は請負金額（消費税及び地方消費税の額を含む。）２５０万円以上の和歌山市請負工事

成績評定要領又は和歌山市企業局請負工事成績評定要領により評定を行う市発注の工事に限る。 

※ 当該年度を含まない過去５か年度内に、元請けとして完成及び引渡しが完了した工事とする。 

※ 共同企業体による工事実績については、出資比率２０％以上の工事を対象とする。 

※ 平均点は０．５点刻みで切り捨てること。 

例：実績が３件で工事成績が 75 点、75 点、74点の場合、74.5 点となる 

（75＋75＋74）／3 ＝ 74.666… ⇒ 74.5点となる 

例: 実績が４件で工事成績が 71 点、70 点、70点、70点の場合、70点となる 

（71＋70＋70+70）／4 ＝ 70.25 ⇒ 70点となる 

※ 必要に応じて行を挿入、又は２枚に分けてください。 

※ 優良建設工事業者表彰された工事が複数ある場合は、いずれか１工事のみ記載してください。 



様式３                               【企業の施工能力等】 

同業種の工事成績（和歌山県発注工事） 

 

工 事 名：〇〇〇〇〇工事 

会社名：和歌山城建設（株）   

 

過去５か年度の和歌山県発注工事の工事成績評定の平均点（同業種） 

番

号 

工事番号 請負金額 
工事成績 

工事名 工期 

１ 
第 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 号 ○○○，○○○，○○○円 

71点 
○ ○ ○ ○ 工 事 ○○年○○月○○日～○○年○○月○○日 

２ 
第 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 号 ○○○，○○○，○○○円 

70点 
○ ○ ○ ○ 工 事 ○○年○○月○○日～○○年○○月○○日 

３ 
第 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 号 ○○○，○○○，○○○円 

70点 
○ ○ ○ ○ 工 事 ○○年○○月○○日～○○年○○月○○日 

４ 
第 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 号 ○○○，○○○，○○○円 

70点 
○ ○ ○ ○ 工 事 ○○年○○月○○日～○○年○○月○○日 

５ 
  

 
  

６ 
  

 
  

７ 
  

 
  

８ 
  

 
  

９ 
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平均 70点 

※ 工事成績は請負金額（消費税及び地方消費税の額を含む。）１，５００万円以上の県土整備部工

事成績評定要領、県土整備部工事（建築・設備工事等）成績評定要領、農林水産部工事成績評定

要領又は教育庁工事等成績評定要領により評定を行う和歌山県発注の工事に限る。 

※ 当該年度を含まない過去５か年度内に、元請けとして完成及び引渡しが完了した工事とする。 

※ 共同企業体による工事実績については、出資比率２０％以上の工事を対象とする。 

※ 平均点は０．５点刻みで切り捨てること。 

例：実績が３件で工事成績が 75 点、75 点、74点の場合、74.5 点となる 

（75＋75＋74）／3 ＝ 74.666… ⇒ 74.5点となる 

例: 実績が４件で工事成績が 71 点、70 点、70点、70点の場合、70点となる 

（71＋70＋70+70）／4 ＝ 70.25 ⇒ 70点となる 

※ 必要に応じて行を挿入、又は２枚に分けてください。 

 

 

 



様式４                                   【地域貢献】 

市内業者の活用、市内建設資材・市内調達資材の使用に関する提案書 

工 事 名：〇〇〇〇〇工事 

会社名：和歌山城建設（株） 

提案項目 

（提案項目に〇印） 

〇 市内業者への予定一次下請比率が８０％以上 

 すべて自社施工（市内業者のみ選択可能） 

※ 市内業者とは和歌山市内に本社（本店）を有するものとする。 

※ 市内業者への予定一次下請比率（一次下請け業者数のうち市内業者数の割合）の実績は施工体制

台帳の業者数で割合を確認する（警備業者、資材業者、運搬業者及び測量業者等は含みません） 

 

提案項目 

（提案項目に〇印） 
 

市産品３品目以上使用予定かつ市内業者からの予定材料調達割合が 

８０％以上 

※ 市産品とは和歌山市市産品登録制度実施要綱に基づく和歌山市市産品登録制度に登録されている

ものをいう 

※ 市産品１品目の考え方 

・同品種については、サイズ・規格等が違っても設計数量全てを使用することで１品目とする。 

【例】生コンクリート（24-8-40、21-8-25、18-8-40 BB、N、H） 

アスファルト（密粒、粗粒、安定処理・・・） 

砕石（再生砕石、粒調砕石、切込砕石、栗石・・・） 

縁石（地先境界ブロック、歩車道Ａ、歩車道Ｂ、切下げ・・・） 

電線管（φ20、φ25、φ40・・・） 

門型側溝（300×300、400×400・・・・）、Ｕ字溝（300×300、400×400・・・・）及び桝（300×300、400×400・・・・）

は蓋がセットの場合は同一とする。 

・登録業者２社から同種の材料を使用した場合は２品目使用とする。 

【例】門型側溝 300×300････Ａ社 門型側溝 400×400････Ｂ社 

桝････Ａ社 桝の蓋････Ｂ社 

砕石（再生砕石）････Ａ社 砕石（粒調砕石）････Ｂ社 

電線管φ20････Ａ社 φ40････Ｂ社           （Ａ社・Ｂ社とも和歌山市産品登録業者） 

※ 市内業者からの予定材料調達割合の考え方 

 ・市内業者とは和歌山市内に本社（本店）を有するものとする。 

・予定材料調達割合とは和歌山市請負工事監督事務取扱要綱に定める工事材料承諾願における市内

業者調達割合とする。  

・市内業者調達割合の算出は、調達業者の総数に対する市内業者数の割合とする。 

・調達業者とは受注者（元請業者）が直接資材を発注する業者とする。材工共で一次下請業者に発

注する場合はその一次下請け業者が調達業者となる。調達業者数は延べ数ではない。 

 

この様式に関する提案は履行確認を行う。提案項目を履行できない場合は、受注者の責によるもので

ない場合を除きペナルティとして工事成績評定点から５点以上の減点を行うとともに和歌山市建設

工事等指名停止基準に基づき指名停止を行う場合がある。 

 

 



様式５                          【配置予定技術者の施工能力等】 

配置予定技術者の同業種の工事成績（和歌山市発注工事） 

工 事 名：〇〇〇〇〇工事 

会 社 名：和歌山城建設（株）   

配置予定技術者氏名：△△ △△   

 

過去５か年度の和歌山市発注工事の工事成績評定の平均点（同業種） 

番

号 

工事番号 請負金額 
工事成績 

工事名 工期（配置期間） 

１ 
第 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 号 ○○○，○○○，○○○円 

75点 
○ ○ ○ ○ 工 事 ○○年○○月○○日～○○年○○月○○日 

２ 

第 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 号 ○○○，○○○，○○○円 

74点 
○ ○ ○ ○ 工 事 

○○年○○月○○日～○○年○○月○○日 

（○年○○月○○日～○年○○月○○日） 

３ 
  

 
  

４ 
  

 
  

５ 
  

 
  

６ 
  

 
  

７ 
  

 
  

平均 74.5点 

上記工事において、和歌山市優良建設工事表彰要綱に基づき優良建設工事技術者表彰された工事 

工事名（対象がない場合は空白） 

○○○○工事 

※ 工事成績は請負金額（消費税及び地方消費税の額を含む。）２５０万円以上の和歌山市請負工事

成績評定要領又は和歌山市企業局請負工事成績評定要領により評定を行う市発注工事に限る。 

※ 当該年度を含まない過去５か年度内に、元請けとして完成及び引渡しが完了した工事とする。 

※ 共同企業体による工事実績については、出資比率２０％以上の工事を対象とする。 

※ 平均点は０．５点刻みで切り捨てること。 

例：実績が３件で工事成績が 75 点、75 点、74点の場合、74.5 点となる 

（75＋75＋74）／3 ＝ 74.666… ⇒ 74.5点となる 

例: 実績が４件で工事成績が 71 点、70 点、70点、70点の場合、70点となる 

（71＋70＋70+70）／4 ＝ 70.25 ⇒ 70点となる 

※ 異なる企業（以前の勤務先）での工事成績評定は実績としないものとし、原則として工期の 1/2

以上の配置期間のものに限る。また、優良建設工事技術者表彰も同様に対象としない。 

※ 工期は最終の契約工期を記載し、技術者の途中交代があった場合は、工期と併せて配置期間を記

載すること。 

※ 技術資料提出時に配置予定技術者が特定できない場合は、候補者毎に作成すること。 

※ 必要に応じて行を挿入、又は２枚に分けてください。 

※ 優良建設工事技術者表彰された工事が複数ある場合は、いずれか１工事のみ記載してください。 



 

様式６                          【配置予定技術者の施工能力等】 

 

配置予定技術者の同業種の工事成績（和歌山県発注工事） 

 

工 事 名：〇〇〇〇〇工事 

会 社 名：和歌山城建設（株）   

配置予定技術者氏名：△△ △△   

 

過去５か年度の和歌山県発注工事の工事成績評定の平均点（同業種） 

番

号 

工事番号 請負金額 
工事成績 

工事名 工期（配置期間） 

１ 
第 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 号 ○○○，○○○，○○○円 

71点 
○ ○ ○ ○ 工 事 ○○年○○月○○日～○○年○○月○○日 

２ 

第 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 号 ○○○，○○○，○○○円 

70点 
○ ○ ○ ○ 工 事 

○○年○○月○○日～○○年○○月○○日 

（○年○○月○○日～○年○○月○○日） 

３ 
  

 
  

４ 
  

 
  

５ 
  

 
  

６ 
  

 
  

７ 
  

 
  

平均 70.5点 

※ 工事成績は請負金額（消費税及び地方消費税の額を含む。）１，５００万円以上の県土整備部工

事成績評定要領、県土整備部工事（建築・設備工事等）成績評定要領、農林水産部工事成績評定

要領又は教育庁工事等成績評定要領により評定を行う和歌山県発注の工事に限る。 

※ 当該年度を含まない過去５か年度内に、元請けとして完成及び引渡しが完了した工事とする。 

※ 共同企業体による工事実績については、出資比率２０％以上の工事を対象とする。 

※ 平均点は０．５点刻みで切り捨てること。 

例：実績が３件で工事成績が 75 点、75 点、74点の場合、74.5 点となる 

（75＋75＋74）／3 ＝ 74.666… ⇒ 74.5点となる 

例: 実績が４件で工事成績が 71 点、70 点、70点、70点の場合、70点となる 

（71＋70＋70+70）／4 ＝ 70.25 ⇒ 70点となる 

※ 異なる企業（以前の勤務先）での工事成績評定は実績としないものとし、原則として工期の 1/2

以上の配置期間のものに限る。 

※ 工期は最終の契約工期を記載し、技術者の途中交代があった場合は、工期と併せて配置期間を記

載すること。 

※ 技術資料提出時に配置予定技術者が特定できない場合は、候補者毎に作成すること。 

※ 必要に応じて行を挿入、又は２枚に分けてください。 

 



 

 

様式７                           【配置予定技術者の施工能力等】 
 

 

配置予定技術者の保有する資格及び CPD取組状況 

 

工 事 名：〇〇〇〇〇工事 

会社名：和歌山城建設（株）   

 

 

配置予定技術者の氏名  △△ △△ 

法令等による資格・免許 １級土木施工管理技士 （取得年月日及び登録番号） 

CPD(継続教育)の有無、証明機関 有 一般社団法人 全国土木施工管理技士会連合会 

※ 技術者の資格証の写し等（保有する資格及び資格保有期間がわかるもの）を添付すること。 

※ 技術士については、当該工事の監理技術者になりうる部門に限る。 

※ ＣＰＤの証明書の写しを添付すること。 

※ 技術資料提出時に配置予定技術者が特定できない場合は、候補者毎に作成すること。 

 

 

 


